
モミの若い球果（君津市豊英 2023年５月27日）モミの若い球果（君津市豊英 2023年５月27日）
モミの球果は木の上部につくが、この木は谷底から谷を渡る橋の脇に伸びていたので、上から撮影することができた。モミの球果は木の上部につくが、この木は谷底から谷を渡る橋の脇に伸びていたので、上から撮影することができた。
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房総のフィールド・ミュージアムとは

　房総を舞台に、地域の自然や文化そのものを「資
料」や「展示物」ととらえる、千葉県立中央博物
館によるフィールド事業（野外で展開する博物館活
動）の一環です。観察会を開催したり、君津市立
清和小学校の校舎を利用した「教室博物館」を拠
点に、地域の方々のご協力のもと、資料の収集や調
査・研究等の活動を行っています。

房
総
半
島
に
は
、
十
数
種
類
の
針
葉
樹
が
自

生
し
て
い
ま
す
。
山
中
に
は
モ
ミ（
表
紙
写
真
）

や
ツ
ガ
、
ヒ
メ
コ
マ
ツ
や
イ
ヌ
マ
キ
な
ど
が
、

海
岸
沿
い
に
は
ク
ロ
マ
ツ
や
ハ
イ
ネ
ズ
が
自
生

し
て
い
ま
す
。
人
里
に
は
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
ア

カ
マ
ツ
な
ど
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
針
葉
樹
に
は
球
果
（
マ
ツ
ボ
ッ
ク

リ
）
が
つ
き
も
の
で
す
。
球
果
の
役
割
は
、
中

で
種
子
を
そ
だ
て
、
そ
れ
を
散
布
す
る
こ
と
で

す
。
種
子
を
遠
く
ま
で
運
ぶ
た
め
に
は
、
風
に

乗
っ
て
遠
く
ま
で
飛
ぶ
方
法
と
、
動
物
に
食
べ

て
も
ら
い
、
食
べ
残
し
や
、
消
化
で
き
な
か
っ

た
種
子
が
遠
く
で
芽
を
出
す
と
い
う
方
法
が
あ

り
ま
す
。
房
総
の
針
葉
樹
た
ち
も
、
多
く
が
こ

の
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
、
種
子
を
遠
く
ま
で
運

ん
で
も
ら
い
、
分
布
を
広
げ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
い
く
つ
か
の
例
で
、
そ
の
様
子
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

�

（
斎
木
健
一
）
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モ
ミ房

総
半
島
中
部
の
ほ
か
、
北
総
の
台

地
に
も
点
在
し
て
い
ま
す
。
球
果
は
、

木
の
高
い
と
こ
ろ
の
枝
の
上
側
に
つ
く

の
で
、
な
か
な
か
観
察
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
（
表
紙
写
真
）。
モ
ミ
の
球

果
は
、
種
子
が
熟
す
と
バ
ラ
バ
ラ
に
な

り
、
種
子
は
大
き
な
羽
に
よ
っ
て
風
で

遠
く
に
飛
ん
で
い
き
ま
す
（
写
真
❶
）。

ヒ
メ
コ
マ
ツ

千
葉
県
の
ヒ
メ
コ
マ
ツ
は
、
現
在
房

総
半
島
に
70
本
ほ

ど
し
か
自
生
し
て

お
ら
ず
、
絶
滅
の

危
機
に
あ
り
ま
す

（
写
真
❷
）。
ヒ
メ

コ
マ
ツ
の
種
子
に

も
モ
ミ
や
ア
カ
マ

ツ
と
同
じ
よ
う
な

羽
が
あ
り
ま
す

が
、か
な
り
短
く
、

風
に
乗
っ
て
飛
べ

そ
う
に
あ
り
ま
せ

ん
（
写
真
❸
）。

ヒ
メ
コ
マ
ツ
は
種

子
を
風
に
乗
せ
る

こ
と
を
や
め
、
ド

ン
グ
リ
の
よ
う
に

動
物
に
運
ん
で
も

ら
う
戦
略
に
変
え

た
の
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

イ
ヌ
マ
キ

イ
ヌ
マ
キ
の
球
果
は
、
と
て
も
球
果

に
は
見
え
ま
せ
ん
（
写
真
❹
）。
し
か

し
、
原
始
的
な
マ
キ
科
の
針
葉
樹
に
は

普
通
の
形
の
球
果
を
作
る
種
類
も
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
形
か
ら
、
一
つ
の
球

果
に
一
つ
の
種
子
し
か
作
ら
な
く
な
っ

た
の
が
イ
ヌ
マ
キ
な
の
で
す
。
イ
ヌ
マ

キ
の
種
子
に
は
赤
い
食
べ
ら
れ
る
部
分

が
付
い
て
い
ま
す
が
、
鳥
に
食
べ
て
も

ら
っ
て
遠
く
に
運
ば
れ
る
よ
う
に
、
球

果
の
一
部
が
変
化
し
た
も
の
で
す
。

ハ
イ
ネ
ズ

房
総
で
は
海
岸
沿
い
に
少
数
が
分
布

し
て
い
ま
す
。
球
果
は
、
一
見
し
た
と

こ
ろ
鱗
片
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
ま
せ

ん
が
、
よ
く
見
る
と
継
ぎ
目
が
あ
り
ま

す
（
写
真
❺
）。
球
果
は
柔
ら
か
く
肉

質
で
、
ま
る
で
ベ
リ
ー
の
よ
う
で
す
。

鳥
や
哺
乳
類
に
食
べ
ら
れ
る
こ
と
に
よ

り
、遠
く
ま
で
種
子
を
運
ん
で
も
ら
う
、

と
い
う
戦
略
を
と
っ
て
い
る
の
で
す
。

風
に
運
ん
で
も
ら
わ
な
い
の
で
、
種
子

に
は
羽
は
あ
り
ま
せ
ん
（
写
真
❻
）。

お
わ
り
に

今
回
は
房
総
半
島
に
自
生
す
る
針
葉

樹
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
針
葉
樹
の

仲
間
は
公
園
や
庭
に
た
く
さ
ん
植
栽
さ

れ
て
い
ま
す
。
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
種
子

は
ど
ん
な
形
な
の
で
し
ょ
う（
写
真
❼
、

❽
）。
羽
は
生
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
、
手

に
と
っ
て
分
解
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

�

（
斎
木
健
一
）
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写真❶　モミの種子。大きな羽がある。
写真❷　ヒメコマツの球果（君津市清和　2003年８月20日　撮影：尾崎煙雄）
写真❸　ヒメコマツの種子（撮影：尾崎煙雄）。種子の羽は退化して小さくなってい

る。これでは滑空には不向き。
写真❹　イヌマキの「球果」（鴨川市　2018年９月28日　撮影：尾崎煙雄）。緑色の

部分が種子。赤い部分は球果が変形したもの。
写真❺　ハイネズの球果（富津市亀田　2023年11月３日）
写真❻　ハイネズの球果の断面。種子が２個見えている。
写真❼　スギの球果（清和県民の森　2023年11月１日）
写真❽　ヒノキの球果（清和県民の森　2023年11月１日）

❶❶

❸❸

❺❺

❷❷

❹❹

❻❻

❼❼ ❽❽
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死
体
や
糞
尿
分
解
跡
の
き
の
こ

私
は
日
頃
、
動
物
の
死
体
や
糞
尿
の
分
解
跡
に

特
異
的
に
発
生
す
る「
ア
ン
モ
ニ
ア
菌
」（
写
真
❶
）

と
い
う
へ
ん
て
こ
な
性
格
の
き
の
こ
を
調
べ
て
い

ま
す
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
死
体
や
糞
尿
分
解
跡
だ

け
で
な
く
、
森
林
内
に
尿
素
肥
料
を
撒
く
こ
と
で

人
為
的
に
高
頻
度
で
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
様
々
な
場
所
で
調
査
し
、
手
元
に
は
そ
の

沢
山
の
発
生
の
資
料
が
あ
り
ま
す
。

房
総
の
ア
ン
モ
ニ
ア
菌
の
分
布
は
？

あ
る
と
き
、
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で
ア
ン

モ
ニ
ア
菌
に
属
す
る
ザ
ラ
ミ
ノ
ヒ
ト
ヨ
タ
ケ 

Coprinopsis phlyctidospora

（
以
下
ザ
ラ
ミ
、
写

真
❷
）
と
ザ
ラ
ミ
ノ
ヒ
ト
ヨ
タ
ケ
モ
ド
キ C. 

echinospora

（
以
下
モ
ド
キ
、
写
真
❸
）
と
い
う

２
種
に
つ
い
て
房
総
産
の
標
本
を
検
索
し
て
み
ま

し
た
。
す
る
と
、
あ
っ
と
驚
く
こ
と
が
。

２
種
の
県
内
で
の
発
生
頻
度
は
、
ザ
ラ
ミ
（
発

生
地
20
カ
所
、
標
本
記
録
４
３
８
件
）
に
対
し
、

モ
ド
キ
（
発
生
地
２
カ
所
、
標
本
記
録
４
件
）
と

い
う
際
だ
っ
た
違
い
が
見
ら
れ
た
の
で
す
（
図
①
、

吹
春 

２
０
２
０
）。
地
図
だ
と
分
か
り
づ
ら
い
の
で

す
が
、
ザ
ラ
ミ
は
都
市
近
郊
の
公
園
を
含
め
色
々

な
環
境
の
緑
地
に
発
生
し
て
い
る
の
で
す
が
、
モ

ド
キ
の
方
は
東
京
大
学
千
葉
演
習
林
だ
け
。

両
種
と
も
に
黒
い
厚
壁
の
耐
久
性
の
高
そ
う

な
胞
子
を
持
ち
、
腐
生
菌
で
す
が
生
育
は
植
生
に

左
右
さ
れ
に
く
く
、
世
界
的
に
は
少
な
く
と
も

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
は
分
布
し
、
ま
た
国
内
で
も

九
州
か
ら
北
海
道
ま
で
広
く
分
布
し
ま
す
。
し
か

し
、
ロ
ー
カ
ル
な
房
総
半
島
を
虫
眼
鏡
で
見
る

よ
う
に
見
て
み
る
と
、
ど
う
や
ら
人
為
的
な
影

響
の
少
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
自
然
度
」（
環
境
庁 

１
９
７
６
）
の
高
い
演
習
林
に
の
み
モ
ド
キ
は
生

息
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
す
。

何
故
で
し
ょ
う
か
。
明
治
初
期
の
迅
速
測
図
と

い
う
植
生
図
を
み
る
と
、
房
総
の
ほ
と
ん
ど
の
地

域
は
人
為
的
な
二
次
林
と
し
て
の
マ
ツ
林
で
、
江

戸
時
代
を
中
心
に
く
り
か
え
し
裸
地
と
な
っ
た
よ

う
な
場
所
。
一
方
、
演
習
林
付
近
の
み
が
モ
ミ
な

ど
を
ま
じ
え
る
森
林
と
し
て
表
示
さ
れ
て
お
り
、

皆
伐
を
ま
ぬ
が
れ
、
森
林
が
長
い
年
月
継
続
し
て

残
さ
れ
て
き
た
場
所
の
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
と
こ

ろ
に
の
み
、
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
モ
ド

キ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
わ
か
り
ま
せ
ん
。
き
の
こ

を
通
し
て
見
る
房
総
半
島
の
自
然
は
、
不
思
議
な

問
い
を
投
げ
か
け
て
く
れ
ま
す
。

地
球
規
模
の
分
布
は
？

ザ
ラ
ミ
の
方
は
、
も
っ
と
広
い
範
囲
で
調
査
を
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
黒
く
て
厚
壁
で
耐
久
性
の
あ

り
そ
う
な
胞
子
を
持
ち
、
大
気
の
流
れ
に
乗
っ
て
ど

こ
ま
で
も
遠
く
へ
飛
ん
で
い
け
る
し
、
温
度
と
湿
度

さ
え
適
切
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
生
育
で
き
る
、
ど
う

見
て
も
汎
世
界
分
布
種
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。

し
か
し
交
配
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
世

界
各
地
で
の
広
が
り
は
限
定
的
で
、
あ
た
か
も
地

球
上
の
空
気
中
に
遺
伝
的
な
交
流
を
妨
げ
る
見
え

な
い
壁
が
あ
る
よ
う
な
分
布
を
し
て
お
り
、
南
半

球
や
北
米
な
ど
で
見
つ
か
っ
た
限
り
の
す
べ
て
の
近

縁
な
類
似
種
は
ア
ン
モ
ニ
ア
菌
の
発
生
環
境
と
い
う

ニ
ッ
チ
を
共
に
す
る
新
種
で
し
た
（
図
②
）。

き
の
こ
の
調
査
研
究
は
国
内
で
も
既
知
種
が
三

分
の
一
程
度
と
、
他
の
分
野
に
比
べ
て
ひ
ど
く
お

く
れ
て
い
ま
す
。地
球
規
模
の
分
布
に
つ
い
て
は
、

マ
ツ
タ
ケ
や
シ
イ
タ
ケ
く
ら
い
し
か
調
査
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。き
の
こ
が
投
げ
か
け
て
く
る
問
い
は
、

こ
れ
か
ら
も
沢
山
あ
り
そ
う
で
す
。

�

（
吹
春
俊
光
）

文
献

環
境
庁　

１
９
７
６　

自
然
環
境
保
全
調
査
報
告
書
（
第
１

回
緑
の
国
勢
調
査
）．

吹
春
俊
光　

２
０
１
９　

博
物
館
と
き
の
こ
30
年
．
千
葉
菌

類
談
話
会
通
信　

35: 70-101.

吹
春
俊
光　

２
０
２
０　

ア
ン
モ
ニ
ア
菌
ザ
ラ
ミ
ノ
ヒ
ト
ヨ

タ
ケ
と
ザ
ラ
ミ
ノ
ヒ
ト
ヨ
タ
ケ
モ
ド
キ
の
千
葉
県
内
に
お
け

る
分
布
．
千
葉
菌
類
談
話
会
通
信　

36: 12-14.

❶❶ ❸❸

①① ②②

❷❷

写真❶　�死体跡に発生したアンモニア菌（ニュージーランド南島　2007年５月11日）
写真❷　�ザラミノヒトヨタケ（東京大学千葉演習林　2002年７月７日）
写真❸　�ザラミノヒトヨタケモドキ（京都市産菌株　1996年２月26日）
図①　　�県内のザラミノヒトヨタケとザラミノヒトヨタケモドキの分布（吹春　2020）
図②　　�ザラミノヒトヨタケとその近縁種（隠蔽種）の分布（吹春　2019）
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連 載

MEMO

小櫃川流域の生きもの
ノウサギの子  
～ひたいに白い毛～

　台風一過の晴れた日、遠くで、「チーー、チーー」とカワセミの鳴き声。
アシが生える湿地で、この声を聞くと秋である。
　湿地の道路は軽自動車がやっと通れるほどの道幅で、アシやススキ
が両側から背丈以上に伸び緑のトンネルのようになっている。100ｍ
先に薄茶色のものがうごめいている。「ツグミ？いやまだ来るには早
い。」と目を凝らした。驚いたことに私の方へどんどん近づいてくる。
腰を下ろして、シャッターを切った。垂れ下がる植物の葉をもぐもぐ
と食べながら、さらに近づいてくる。「大きな眼、薄茶色の小さな体、
ふわふわした毛並み、可愛らしい。ノウサギの子供！」とびっくりした。
「こんな場所にノウサギがいるのか？ここは賑やかな駅の近くだ。」「も
しかしたら、私の知らない品種のウサギを誰か逃がしたのか？」とも
思った。しかし、ひたいに白い毛がある。やはり、ノウサギの子だ。
「夜行性のノウサギが昼間、堂々と歩き回って、野良犬や野猫やタヌ

キに襲われないのか？」
と心配になった。とこ
ろで、かつて、霜が降り、
真っ白になったイネを
刈った後の谷津田に扁
平な円い形のノウサギ
の糞があちこちに落ち
ていた。ノウサギが２
番穂を食べに来ている
と思っていたが、近年
は全く糞を見なくなっ
たので、こんな所に幼
獣がいるとは思いもよ
らなかった。この湿地
近くで繁殖しているの
に違いないし、私を恐れずに近づいてくれたのが嬉しかった。しかし、
近頃、この湿地が埋め立てられ、家が建ち、次第に狭くなってきた。
いつまでもノウサギがすみ続けられる環境が残り、「また会えるとい
いな」と思った。

参考文献
・�仲間悟　2002　ノウサギ．所収：千葉県史料研究財団編．千葉県
の自然誌本編６．pp.897-898.
・�神奈川県立生命の星・地球博物館編　2003　ノウサギ．所収：か
ながわの自然図鑑３　哺乳類．pp.40-41.

� （文・写真　千葉県立中央博物館ボランティア　成田篤彦）

　頭胴長50㎝前後、尾長３㎝前後、関東周辺に生息する亜種キュウ
シュウノウサギは一年中全身褐色である。本州・九州・四国の平地か
ら山地まで生息する日本固有種。植物食で、葉・芽・枝・樹皮を食べ
る。草陰などで１～４頭を出産する。子供は毛の生えた状態で生まれ、
すぐに歩くことができる。
　千葉県では森林から草原にかけて生息しており、都市化された地域や
沿岸地域埋立地を除き、房総丘陵を中心に県全域に広く分布している。

ノウサギ　ウサギ目ウサギ科

　今、読んでいただいている「しいむじな」は、房総のフィールド・ミュージアムの
ニュースレターです。年４回の発行で、房総の自然や文化に関する話題をお届けします。
これまで紙の冊子を配布してきましたが、スマホやパソコンでも読みたいというご要
望があったので、千葉県立中央博物館のウェブサイトでpdfファイルを公開しました。
　紙の冊子を大事にとっておいたのに、間違えて古新聞と一緒に廃品回収に出してし
まったという方も、見覚えのある表紙をウェブサイトで探してみてください。虫眼鏡
を使って紙の冊子を読んでいた方も、スマホやパソコンなら簡単に拡大して読むこと
が可能です。紙の冊子とあわせて、ウェブサイトもご利用いただけると幸いです。気
になる方は「しいむじな」と検索すると一番上に出てきます。
� （千葉友樹）

ウェブサイトで「しいむじな」を公開しました
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写真❶　�ノウサギの子供（木更津市 2021年９
月19日）

❶❶

の由来
　房総のフィールド・ミュージアムのニュースレ
ターのタイトル「しいむじな」は、アナグマをさす
房総丘陵の方言です。ムジナは地域によってア
ナグマやタヌキをさすなど様々なのですが、千
葉県内ではアナグマのことが多いようです。房
総丘陵の人々は、大きなスダジイの木のウロに棲
んでいるムジナを、愛情を込めて「しいむじな」
と呼んでいます。
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